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あけましておめでとうございます！
今年も一年間いろいろな話題を載せていきたいと思います。今年もご協力よろしくお願いします。
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               －Ｌｉｎｋ“新風”  　 　第　２２　号（通算　第 １１５号）

  
 
 
 
皆さん、佳いお正月を迎え、決意も新たに新しいスタートを切られたことと思います。 

今年は子年、ねずみは、子孫繁栄の意味を持ち、大黒天の使いであることから商売繁盛の吉祥動物とされている

ようです。私どもが安全で実りある一年であるよう祈っております。 

さて、昨年８月２３日に地鎮祭を執り行い、現在建設中の新工場が本年２月末日の完成予定で進んでいます。当社

にとって久しぶりに大きな投資です。より一層お客様に信頼される製品作りに邁進し、成長・発展の礎にしていかなく

てはなりません。 

また、今年は、ＩＳＯ９００１とＩＳＯ１４００１の統合を行うことを既に皆さんに通達していますが、統合の【品質・環境方

針】を概ね以下のように決定しようと考えています。 

―わが社をとりまくあらゆる利害関係者と良好な関係を築き、社会に存在価値を認められる企業を目指します。この

ため、法令、規則、社会規範を順守することは当然のこととして、以下の事項 

について目標と運用計画を作成・実践し、マネジメントシステムの有効性を継 

続的に改善していきます。― とし、 

１．“中期（５ヵ年）経営計画書”及び各期に作成する“年度経営計画書”に売上、 

利益目標、技術開発計画を設定し、達成に努めます。 

２．決められた仕事のやり方を守り、顧客と約束したとおりの製品・サービスを 

常にお届けし、顧客満足度の向上を目指します。 

３．社内業務プロセスにおいて、よい結果につながるようにＰ・Ｄ・Ｃ・Ａをまわし、 

仕事のやり方をどんどん変えていきます。 

４．公害防止、環境汚染防止に努め、省エネルギー、廃棄物削減など環境負荷の低減に努めます。 

５．人財育成、技術伝承などを押し進め、各人のスキルを向上させるとともにマネジメントへの参画を促進します。 

６．この品質・環境方針は、文書化し、全ての社員に周知徹底させるとともに外部に公開します。 

 

ポイントは、①顧客との約束を守る、その約束とは何かをしっかり決める。②Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａをまわして、さらにいい仕事

をする・財産を増やす・贅肉をそぎ落とす。各部が、これらを更に徹底的に実行することにより、いい会社が出来上が

っていくと確信しています。以上、建設とＩＳＯ統合について述べました。他に、新生産管理システムの完成と運用とい

う重要案件も計画通りに進行中です。成果を楽しみにしています。  

   最後に、新しい年を迎えるに当たって、勝手に私が感じ入る名言を記して第２２号の筆をおきます。 

    ◇２０歳であれ、８０歳であれ、誰でも学ぶことをやめてしまえば老人になる。学ぶことをやめなければいつまでも若さ   

を保てる。人生で最も重要なことは心を若く保つことだ。（ヘンリーフォード） 

   ◇学べば学ぶほど何も知らないということが分かるようになる。何も知らないと分かるようになるほど、もっと学びたく

なる。 （アインシュタイン） 

◇真剣にやると知恵が出る。中途半端にやると愚痴が出る。いい加減にやると言い訳しか出てこない。（大脇唯真） 

   ◇人間にとって最大の危険は、高い目標を設定して達成できないのではなく、低い目標を設定して達成し、満足して 

しまうことである。（ミケランジェロ） 

◇失敗の原因を素直に認識し、「これは非常にいい体験だった。尊い教訓になった。」というところまで心を開く人は、 

  後日進歩し成長する人だと思います。（松下幸之助） 

◇有能な人間は失敗から学ぶから有能なのである。成功から学ぶものなどたかが知れている。 

（ウィリアム・サローヤン） 

   ◇あなたは自分を“どんなことができるか”で判断します。しかし、他人はあなたを“実際に何をした人か”で判断する 

     のです。（Ｌ．Ｎ．トルストイ） 

   ◇技術の上手下手ではない。その心が人をうつのだ。（小澤征爾） 

   ◇自分一人で石を持ち上げる気がなかったら、二人がかりでも石は持ち上がらない。（ゲーテ） 

   ◇死と同じように避けられないものがある。それは生きることだ。（チャップリン） 

◇“ありがとう”言う方は何気なくても、言われた方はうれしい。“ありがとう”これをもっと素直に言い合おう。 

（松下幸之助） 

 

今年一年、無事故・無災害で目標達成のために 

全力を尽くしていきましょう！ 

 

社長 赤堀肇紀 

新年明けましておめでとうございます。

新工場完成予想図
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